
松本市スポーツ協会パラスポーツ講演会 開催要項 

 

｢スポーツを通じて全ての市民が豊かな生活を｣ 
～地域スポーツ協会、スポーツ・レクリエーション団体、 

生涯スポーツ指導者、スポーツ推進委員等の役割～ 

 

日 時  令和７年(202５年) ３月２２日(土) 13：３0～1５：０0 

会 場  エア・ウォーターアリーナ松本 大会議室  松本市美須々5-1 

講 師  日本体育大学名誉教授  野 村 一 路  先 生  

○参加者  市スポーツ協会加盟団体（競技・武道・レク・地区）、同生涯スポーツ指導者  

障がい者スポーツ関係団体・パラスポーツに関心のある方  

○参加費  無  料  （定員７０人程度）  

○申込方法   １  通知文に添付の申込書で申込（個人の方は裏面の申込書）   

２  松本市スポーツ協会 HP 専用申込フォームから申込  ---→  

○申込期限  202５年３月１４日（金）  

○個人情報の取扱い…お申込みに際し、ご提供いただいた個人情報は、講演会の運営および

ご案内のためにのみ使用し、第三者に提供することはありません。また、取得した個人情報

は、法令に従い適切に管理いたします。  

○主  催  一般財団法人松本市スポーツ協会（担当：パラスポーツ委員会）  
 

 
申込・問合せ 松本市スポーツ協会事務局 担当:事務局次長 広瀬裕章 

〒390-0801 長野県松本市美須々5-1 エア・ウォーターアリーナ松本内 

電話：0263-32-7056 FAX：0263-32-7452 メール:matsutaikyo@po.mcci.or.jp               

 

○講師略歴 

・1998 年長野冬季パラリンピックアルペン会場のベニューアドバイザーから東京  

2020 パラリンピックフィールドスタッフまで夏季冬季のパラリンピックに関わり、 

各種世界選手権等の日本選手団役員を含めて務めてきた。 

・平成 24 年～26 年度文部科学省 「健常者と障害者のスポーツ・レクリエーション 

活動連携推進事業」 協力者会議座長 

・平成 27 年度スポーツ庁 「地域における障害者スポーツ普及促進に関する有識  

者会議」 座長代理 

・元公益財団法人日本パラスポーツ協会評議員 

・元国際知的障がい者スポーツ連盟(VIRTUS)アジア地区スポーツディレクター 

・元公益財団法人日本障害者スキー連盟事務局長・副会長 

・公益財団法人日本パラスポーツ協会公認指導者養成講習会講師 

・公益財団法人日本レクリエーション協会スポーツ・レクリエーション指導者養成委員会委員・講師 

・(独法)国立特別支援教育総合研究所 「特別支援学校『体育・スポーツ』実践指導者協議会」 講師 

・全国特別支援学校校長会 「みんな de スポーツ推進委員会」 顧問 

・日本体育大学スポーツマネジメント学部・大学院スポーツ科学研究科教授(令和 4 年 3 月退職) 

申込フォーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラスポーツ講習会 申込書（個人申込用） 
 

お 名 前 電話番号 メールアドレス 

   

   

   

   

   

申込先：松本市スポーツ協会事務局 記入後、ＦＡＸ/メール/ご持参等でどうぞ 

ＦＡＸ：０２６３－３２－７４５２  Ｅ－ｍａｉｌ：ｍａｔｓｕｔａｉｋｙｏ＠ｐｏ．ｍｃｃｉ．ｏｒ．ｊｐ 

＜開催趣旨＞ 

スポーツ基本法（2011年公布）に基づく、第３期スポーツ基本計画（Ｒ４～８）では、今後５年間に総合的

かつ計画的に取り組む施策の1番目「多様な主体におけるスポーツの機会創出」の中で、地域課題に応じた障

害者のスポーツ実施環境の整備、障害者スポーツ用具の整備・利用促進、魅力発信等を通じた非実施層の減少

を図るとされています。 

また、第３次長野県スポーツ推進計画（Ｒ５～９）の主な施策の展開では、障がいのある子どものスポーツ

環境の整備（共生社会の実現）において、障がい者スポーツの体験会や障がい者アスリートとの交流等によ

り、障がいのある子どもとない子どもが一緒に運動する機会をより一層充実させるとともに、障がい者スポー

ツに対する理解の促進を図る必要があるとしています。また、目標達成に向けた分析の参考とする指標では、

障がい者スポーツ指導員の数、障がい者スポーツの体験会や交流会等を実施する市町村の数を掲げています。 

そして、松本市スポーツ推進計画では、障害者スポーツの推進における目標実現に向けた施策の展開におい

て、障害者へのスポーツ支援、プロスポーツやオリンピック等の選手による、福祉事業への協力及び支援、市

内スポーツ施設の更なるユニバーサルデザイン化推進、総合型地域スポーツクラブによる障害者受入れ態勢へ

の協力、障害者の卓越した技術や能力及びパフォーマンスを「観る」機会の提供、近隣の市民や学生によるサ

ポートを図る、障害のある人も、ない人も誰でも親しめるスポーツ活動を通した交流及び共同学習の機会の充

実を図り、市の主催する事業等に障害者スポーツを取り入れ、障害の有無や年齢に関わらず、すべての地域住

民が参加できるイベントの開催を検討するとし、公認パラスポーツ指導者の確保、パラスポーツクラブの実践

等の事業に取組んでいます。 

松本市スポーツ協会では、パラスポーツ委員会が、関係団体との連携、協力、支援を計画しており、３年半

後に開催される2028信州やまなみ国スポ・全障スポに向けた機運の高まりを捉え、本委員会を中心にこれら

の施策と呼応する具体的事業の展開を研究するために、本セミナーを開催すこととしました。 

今回、講師をお引き受けいただいた野村一路先生は、生涯スポーツ・パラスポーツ・レクリエーション学の

専門家として、スポーツを通じた共生社会の構築を目指し、アスリートの強化育成から市民のスポーツ参画の

拡大等のテーマを研究され、地方自治体へのアドヴァイスをはじめ、東京都、横浜市、世田谷区等多くの自治

体において、「全ての人がスポーツを通じて豊かな人生を」をキーワードに、スポーツ行政やスポーツ組織・

団体運営への提言助言や実践活動の指導にあたられています。 

多くの皆様にご参加いただき、それぞれの団体や指導者における実践の場の創出に、役立てていただければ

幸いです。 

松本市スポーツ協会パラスポーツ委員会委員長 高橋明男 

 


